
語よりはうれんそうの花肥基準
十 一

チ
ツ ツ

の

協 r 花

河 面 と

一 一 一

(白丸 め 浴姓脚発セう冴
― )

t □抗 , 擢弾 ロ

|.肯 衆 と泌らい

二年煮よけほうたんとうのズをめ活のや毛がおおしく。わ5ク
つれとだつこにbわ.

こ'tは解地ズ姥に'と税しおgの発生ガウ4生 たが子たとみ復が`FoD上することと
,生

百槻協gqば嬉!え、麦杖期にイ～び0拝 付C・2kゑ 性ガ
・
もt)ことによお毛のご

・
うる.

しかし年期々～す0翌焼的`こ裁をするたりに、極頻 0吾移 となり場く上奮降をと

超すオ刺も多く なつこ )ヽあっ

とこひ
・
猿類泳痕障善の碁生を口産し、キた とた快セを江係すわことを払うに

)t〔社

肥たにつヽ)て殻薄寸した鉢寮ズ采が総ゎれたのを
・ハオに供すか。

2、 止術の的必

l )チウツ嫁研とをは 1作 臼は'均 t i。住ち'枢 皮にする,

つ 2作 印以降のた肥ど理は,郵 地 上校ごN03-N o～ 10m/ rθ鋒 (をC a2～
θ、うれす)経友

を曰棟にぢわ:そ のためV花 隔モば2作 回政路4均 Crθ a当)縫夜とすあ
。

INo3T N  r 5 句々 θ勢にc a5, S D皮二ご
・てま恐北艇 とすゐ,

a  均
応

処
本  熙

下

一

口

う。指導上のrgi意事項

D。佐圧肥は.新 Aウ ス上なの場か2～ 5年 は0～ 9t花 しl夕"政性を及喜すゐ.

とかし吹眸は5ち 経た北口する。雅泥肥は 1作 日の痢 |口花日とすあ`鳩 え艇は

よく石!艇れたもの色用いる。 ‐

2ユ花肥/T A  2  5～う0銃 宋船し,幹 上をこに)ねtうに行い ,佐魔にや施料を上こよくえわ

する。       |

a  t t  θs , K乞 0 0地 肥、 Nの 花 健糧 並 とするが ,夫 A灰 上なつ 財
苅 びば工な及 スを打

拠 とす る。

翁 ′ヽウスビニヤ'じt古ネ朝湖除去すわ場合に通尤すあ.除 去 しない場合2仁 目炭時の

宮犯に券ヂ乃・

4、 当玄事項になつ`乃執験所え採座ム

ほうXん そうの北肥基準の文え

5。みオ支献祈料

弟手原回玄丸裟場縁発、地潔友セうター乳捻月績毒C昭知6θ～61カ
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(EttJうんの上炊ば牛廃肥10●当て)トン,下段ぼ化軍肥料tO Qちt)光昭威かそ

的,側/5ば村石を′尾θす/び4.K2θご町,新 病とは1作g3岳 去だみ,2作

目 11 J`均 ノじ作 目 7び 峰′4作 目 38崎 。 汀鉛
―マ 単/あ ュ,こ

Cは γざ )
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